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概要
19素子SSD検出器の導入 BL16B2では、蛍光収量XAFS測定用の検出器として、
ライトル検出器、単素子SSD検出器、多素子SDD検出器などを用いてきたが、これ

らの検出器では、産業界で特にニーズの多い微量含有元素の測定に対応しきれな
いケースがあった。そこで、検出立体角が大きく、且つ計数率が高い19素子SSD検
出器を導入し、微量含有元素の蛍光収量XAFS測定が短時間で行えるようにした。
XAFS実験架台の更新 従来の実験架台に比べて大幅に小型化されたことにより、
下流に4軸回折計を設置することが可能になった。また、容易に位置を変更できるエ
アーパッド浮上式ステージ、分離・移動が可能な19素子SSD検出器用架台、架台高

さのモーター制御、などの導入により、限られたスペースが有効に活用できるように
なり、且つ利便性も向上した。

更新後のXAFS実験装置外観

19素子SSD検出器

新規XAFS実験架台

19素子SSD検出器

特徴

●検出立体角が大きい（受光面積が
広い）

有効受光面積：100mm2X19素子
（既存の7素子SDDの50倍以上）

●高計数率
106カウント/秒以上での計数可

今まで測定できなかった微量含有元
素の蛍光収量法XAFS測定が可能に
なった

液体窒素デュワー

プリアンプ

受光部

専用架台

受光部

新規XAFS実験架台

特徴

●サイズの縮小化
従来：2600（横）X1900（奥行き）mm
新規：2400X860 mm

●架台高さ調整機構の自動化

●エアーパッド浮上式ステージ（３台）
の採用

・下流に4軸回折計を設置するスペー
スを確保
・測定の利便性が向上

架台高さ調整機構

折りたたみ式
テーブル

エアーパッド浮
上式ステージ

19素子SSD試用実験結果（7素子SDDとの比較）
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吸収端：Pt L3-edge
試料：Pt(0.1wt%)/CeZrO2

吸収端：Ti K-edge
試料：Ti/Fe (Ti:Fe=0.1:1000（調整時）) 

吸収端：Pd K-edge
試料：Pd(1wt%)/CeZrO2

検出器⇔試料距離
19SSD:21cm
7SDD:3cm


